
広報かねがさき● 2026-1　23　 広報かねがさき●令和 8 年 1 月

♦ 自治功労 ♦

柏
かしわい

井 慶
けい

一
いち

さん（83)

=西根二の台=

　平成 19 年４月から平成 31 年３
月まで 12 年、一の台自治会長とし
て従事し、平成 27年４月から平成
31 年３月まで街地区自治会連合会
長として、多年にわたり街地区の地
域づくりに多大な貢献をされた。

♦ 自治功労 ♦

鈴
すず

木
き

 浩
ひろ

之
ゆき

さん（66）

=盛岡市仙北=

　令和３年 12月２日から令和７年
12 月１日まで１期４年、金ケ崎町
副町長として職務に精励し、地方自
治の振興発展に多大な貢献をされ
た。

♦ 民生功労 ♦

故横
よこ

田
た

 惠
けい

子
こ

さん（享年 81）

=西根表小路=

　平成 19 年２月から令和７年３月ま
で、金ケ崎町男女共同参画推進相談員
として相談業務に従事し、また、平成
26 年に設立された金ケ崎町女性百人
会において、設立当初から会長として、
多年にわたり町の男女共同参画推進に
尽力され、町勢発展に多大な貢献をさ
れた。　

♦ 感謝状♦

　昭和 45 年に笹谷流三ケ尻神楽を復
活させ、平成 17 年から現在に至るま
で、三ケ尻小学校児童へ指導を行い、
郷土芸能の保存・普及のほか、金ケ崎
町の芸術文化やスポーツの分野におい
て尽力をされた。

　平成 23 年から父の後を引き継ぎ、
南方幼稚園で金ケ崎太鼓の指導に力を
注ぎ、保存・伝承に尽力をされた。

♦ 体育功労 ♦

黒
くろ

澤
さわ

 一
かつ

男
お

さん（74）

=西根道場=

　昭和 58 年４月から金ケ崎町体育協
会南方地区支部長を務められ、平成
11 年 11 月から平成 29 年３月まで同
協会副会長、平成 29 年４月から令和
７年４月まで同協会会長として各種ス
ポーツ競技力の向上、スポーツの普及、
健康増進活動などに尽力され、町のス
ポーツ推進に多大な貢献をされた。

町
勢
功
労
表
彰

令
和
８
年

　
町
勢
功
労
表
彰
は
自
治
功
労
、
民
生
功
労
、
体
育
功
労

の
３
部
門
か
ら
５
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
人
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
賞
（
岩
手
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
と
の
共
催

事
業
）
に
１
団
体
が
選
ば
れ
、
１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
お
い
て
髙
橋
寛
寿
町
長
か
ら
労
い
の
言
葉
と
と
も

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

♦ 農業賞（農民文化部門） ♦

♦ 民生功労 ♦

氏
うじ

家
いえ

 富
ふ

士
じ

子
こ

さん（77）

=三ケ尻南花沢=

　平成７年 12 月から令和７年 11 月
まで 10 期 30 年、金ケ崎町民生委員
児童委員を務め、平成 16 年４月から
平成 24 年 10 月まで金ケ崎町民生委
員児童委員協議会副会長、平成 24 年
11 月から平成 25 年 11 月まで同会長
として地域福祉の向上に尽力され、町
勢発展に多大な貢献をされた。

金
かね

田
た

 和
かず

夫
お

さん（86）

=三ケ尻南荒巻=

故小
お

野
の

寺
でら

 惠
けい

喜
き

さん（享年73）

=西根桑木田=

♦ 感謝状♦

　明治 38 年から約１２０年に渡り受け
継がれてきた歴史と伝統のある踊。平成
12年に三ケ尻甚句踊保存会が結成され、
三ケ尻日吉神社春秋例祭に毎年奉納。老
人福祉施設への訪問や、園児や保護者に
伝承活動を行うなど、郷土芸能の普及に
尽力された。

三
み

ケ
か

尻
じり

甚
じん

句
く

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

　　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い
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す
。
本
年
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皆
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に
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っ
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明
る

ま
す
。
本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
明
る

く
希
望
溢
れ
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れ
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よ
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。

　
昨
年
は
町
政
運
営
に
対
し
て
ご
理
解

　
昨
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は
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ご
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力
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し
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こ
と
に
心

ご
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力
を
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し
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こ
と
に
心
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す
。
今
年
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ど

よ
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す
。
今
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う
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よ
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し
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い
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し
ま
す
。

　　
昨
年
は
「
ク
マ
」
と
「
米
」
の
年
だ
っ

昨
年
は
「
ク
マ
」
と
「
米
」
の
年
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
今
年

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
今
年

は
落
ち
着
い
た
状
態
と
な
り
、
安
心
し

は
落
ち
着
い
た
状
態
と
な
り
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
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こ
と
を
希
望
し
て

て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
希
望
し
て

お
り
ま
す
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お
り
ま
す
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金
ケ
崎
町
は
広
大
な
森
林
と
農
地
が

　

金
ケ
崎
町
は
広
大
な
森
林
と
農
地
が

広
が
り
、
工
業
団
地
と
住
宅
地
が
バ
ラ

広
が
り
、
工
業
団
地
と
住
宅
地
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
豊豊

か
な
田
園
風
景
を
守
り
、

か
な
田
園
風
景
を
守
り
、
恵
ま
れ
た
土

恵
ま
れ
た
土

地
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
農
商
工
の
産

地
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
農
商
工
の
産

業
の
発
展
や

業
の
発
展
や
災
害
に
強
い
安
全
安
心
の

災
害
に
強
い
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ク
マ
の
対
策
も
含
め
、
山
林
の
管
理
を

ク
マ
の
対
策
も
含
め
、
山
林
の
管
理
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

進
め
て
ま
い
り
ま
す
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産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
産

　
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
産

業
集
積
の
拠
点
と
し
て
進
め
て
き
た

業
集
積
の
拠
点
と
し
て
進
め
て
き
た

『
岩
手
中
部
工
業
団
地
南
エ
リ
ア
の
開

『
岩
手
中
部
工
業
団
地
南
エ
リ
ア
の
開

発
事
業
』
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
地
域

発
事
業
』
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
地
域

未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
た
官
民
連

未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
た
官
民
連

携
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
令

携
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
令

和和
1010
年
の
造
成
工
事
完
了
に
向
け
、
各

年
の
造
成
工
事
完
了
に
向
け
、
各

種
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

種
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
継
者
不

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
継
者
不

足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
田
の
大
区
画
圃
場
整
備
と
生
産
の
組

水
田
の
大
区
画
圃
場
整
備
と
生
産
の
組
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や
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
の
ト
ラ
ク

織
化
や
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
の
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取

タ
ー
を
使
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取

り
組
み
、
管
理
す
る
経
営
体
・
組
織
の

り
組
み
、
管
理
す
る
経
営
体
・
組
織
の

育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

　

定
住
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

が
住
む
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、

が
住
む
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、

働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
子
育
て
支
援

働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
子
育
て
支
援

が
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ッ
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に
な
る
と
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え
て
お
り
ま
す
。

が
セ
ッ
ト
に
な
る
と
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え
て
お
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ま
す
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国
道
４
号
の
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備
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金
ケ
崎
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産
業

国
道
４
号
の
整
備
は
金
ケ
崎
町
の
産
業

構
造
を
考
え
る
う
え
で
も
大
切
な
こ
と

構
造
を
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え
る
う
え
で
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切
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こ
と
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あ
り
、
早
期
に
４
車
線
と
な
る
よ
う

で
あ
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、
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４
車
線
と
な
る
よ
う

に
進
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い
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ま
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除
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の
充
実
に
つ
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し
て
は
、
令

除
雪
の
充
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に
つ
き
ま
し
て
は
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雪
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か
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た
た
め

和
６
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め
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策
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策
の
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を
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に
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が
あ
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ま
し
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策

部
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が
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た
。
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続
き
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策

を
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じ
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域
の
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さ
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じ
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に
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域
の
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さ
ん
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使
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す
い
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援
制
度
を
検
討
し
て
ま

使
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す
い
支
援
制
度
を
検
討
し
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ま

い
り
ま
す
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す
。
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ベ
ン
ト
を
行
い
、
以
前
よ
り
も
町
の
活

ベ
ン
ト
を
行
い
、
以
前
よ
り
も
町
の
活

気
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出
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
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気
が
出
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
自
主
的
な
活
動
を
行
い
た
い

今
後
も
自
主
的
な
活
動
を
行
い
た
い

方
々
の
手
助
け
や
相
談
対
応
、
補
助
等

方
々
の
手
助
け
や
相
談
対
応
、
補
助
等

に
よ
り
活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

に
よ
り
活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

校
生
ま
で
医
療
費
無
償
化
、
町
内
の
小

校
生
ま
で
医
療
費
無
償
化
、
町
内
の
小

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
行
っ
て
お

中
学
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費
無
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お

り
ま
す
。
今
後
も
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援
を
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続
し
て
ま

り
ま
す
。
今
後
も
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
町
内
の

い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
町
内
の

妊
産
婦
の
方
へ
、
奥
州
金
ケ
崎
で
採
れ

妊
産
婦
の
方
へ
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奥
州
金
ケ
崎
で
採
れ

た
ひ
と
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ぼ
れ
を
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養
価
の
高
い
「
金

た
ひ
と
め
ぼ
れ
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養
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の
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い
「
金

芽
米
」
に
し
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配
布
し
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食
べ
る
こ
と

芽
米
」
に
し
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配
布
し
、
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べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
な

に
よ
っ
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健
康
管
理
が
で
き
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よ
う
な

支
援
を
し
て
お
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ま
す
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支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　　

住
み
や
す
さ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

住
み
や
す
さ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

既
存
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要

既
存
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
区
の
座
談
会

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
区
の
座
談
会

や
説
明
会
を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
の
お

や
説
明
会
を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
の
お

話
を
伺
い
、
不
便
・
困
っ
て
い
る
な
ど

話
を
伺
い
、
不
便
・
困
っ
て
い
る
な
ど

の
課
題
は
い
ち
早
く
解
決
に
繋
げ
て
ま

の
課
題
は
い
ち
早
く
解
決
に
繋
げ
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

金ケ崎町長　金ケ崎町長　
　髙橋 　髙橋 寛寛

かんかん
寿寿
じゅじゅ
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今
後
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、
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工
全
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今
後
も
引
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続
き
、
農
商
工
全
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元
気
で
あ
る
町
を
目
指
し
て
し
て
い
き

元
気
で
あ
る
町
を
目
指
し
て
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
いい

つ
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

つ
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

対
応
に
つ
い
て
も
、
機
材
や
組
織
の
整

対
応
に
つ
い
て
も
、
機
材
や
組
織
の
整

備
の
ほ
か
、
と
な
り
近
所
の
日
頃
の
付

備
の
ほ
か
、
と
な
り
近
所
の
日
頃
の
付

き
合
い
は
防
災
力
の
原
点
で
あ
る
と
考

き
合
い
は
防
災
力
の
原
点
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

え
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
も
安
全
な
ま
ち
を
目
指

な
が
ら
、
今
後
も
安
全
な
ま
ち
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
す
。

　
本
年
も
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

　
本
年
も
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。


